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2 Fa- 3 水玉柄のパターンの違いによるイメージの変化

日本女大家政　○千葉　桂子　樋口ゆき子

被　　服

　目的　今日、衣服素材の織物・編物は感性的付加価値の高いものが望まれ、C. G.利用な

どにより、多種多様な色柄のバリエーションが展開できるようになった。しかし、それら

はディスプレイや紙の限られた面積の平面に表現されたものであり、衣服として立体に構

成された柄とは異なったイメージを持つと考えられる。本研究では、一般的に衣服の柄と

して用いられ、パターンの構成が単純である水玉柄の、平面と立体におけるイメージの差

異について把擁することを目的とした。

　方法　刺激として用いた柄は白地に黒の水玉柄であり、直径が５段階、密度が３段階の

組合せにより、計15種類とした。平面試料として紙に印刷したものと。立体試料として綿

布に型染してワンピースに縫製したものを、35Binカラースライドに作成した。それらの試

料について20対のイメージ用語を用いて、S D法による５段階評定尺度を用いて調査した。

被調査者は若年女子21名であり、得られた結果について因子分析を行なった。また、水玉

柄のパターンのパラメータに着目し、イメージを捉えた。

　結果　因子分析の結果、主に第一因子として抽出されたのは「好き一嫌い」などの評価

性に関する因子で、立体・平面の両者において共通であった。また、同様に水玉柄のパラ

メータと各形容詞対に対する平均尺度値についてみると、直径が大きいものほど「ラフな」

。「情熱的な」、「子供っぽい」、「下品な」イメージを強く持っていることがわかった。

第二因子として正に高く負荷した「派手な一地味な」、「強い一弱い」、「動的な一静的

な」については、密度の高いものが大きい尺度値を示した。

2 Fa-4 コンピュータ支援による被服デザイン教育システムの評価

　　　　　　　　　奈良女大家政　　　○庄山茂子　　今岡春樹　　中川早苗

【目的】急速な技術革新による情報化が進む中，教育の分野においても情報化への対応が

望まれている。特に大学，短期大学におけるコンピS3.―タ支援による被服デザイン教育に

関する調査（平成2年1 0月～1 2月）の結果，被服分野での講義，実習で活用できるソ

フトウェア教材の開発の必要性を感じ，被服デザイン教育に活用できる教育支援システム

を開発した。本研究では，開発した教育システム「被服デザインの基礎」を評価すること

を目的とし，コンピュータ支援による学習と教科書による学習の学習効果を比較した。

【方法】コンビこ，一タ支援による学習グループ（Ａ）と教科書による学習グループ（Ｂ）

が等質になるように，事前調査をもとにグループ分けし，検証のための学習を実施した。

学習者は, 1回目女子大生3 6人, 2回目3 8人である。Ｂグループについては，コンピ

ュータ支援学習と同じ内容の教科書を作成し使用した。事後のアンケート調査および学習

直後と時間経過後に実施した感覚テストの結果から両グループの学習効果を比較した。

【結果】Ａグループは, CGの機能を活用したシミュレーションの手法が学習内容の充実

面で効果的であった。しかし，学習時間が長くなると学習者は疲れ，集中力が低下した。

また，テスト得点の平均値の差に関するＴ検定および分散に関するＦ検定では，グループ

間に特に有意な差はみられなかったが, Bグループの学習直後の得点の分散がＡグループ

より大きい傾向にあった。数量化�類によるテスト問題の構造分析の結果，疲れた状態で

は，不注意による誤答の数が多いことが明らかになった。今後，疲れ等の問題を解消し，

より学習効果が上がるようなシステムへの改良と活用法についての検討が必要である。
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